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論文内容の要旨
本論文は，最近，自動車の車体用として使用され始めた 2 相組織型高張力鋼板を水焼入れ型連続焼鈍
法を用いて製造する方法につき"実験的ならびに工業的研究を行い，従来からのパッチ焼鈍法によるもの
よりも性能的にすぐれた製品の開発に成功した研究成果をまとめたもので， 8 章から構成されているD
第 l 章では，自動車用高張力鋼板の開発の必要性を記述し，本研究の意義と目的について述べている。
第 2 章では，焼鈍における熱サイクルとして，まず変態点付近の温度に加熱し，ついで噴流水中に焼
入れし，さらに 200---300 0Cで焼戻しを行う条件が高張力鋼板を製造するに適する ζ とを示してい
る。乙の熱サイクルによれば，パッチ焼鈍法によるよりも伸びの良好な高張力鏑板を高価な特殊元素の
添加なしで製造し得ること，遅時効であるにもかかわらず塗装焼付時に硬化すること，組織はフエライ
トとマノレテンサイトの 2 相組織であることを明らかにしている。
第 3 章では，複合材料の連続体モデjレにもとづいて 2 相組織鏑の加工硬化挙動を現象論的 i乙整理し，
ついで 2 相組織型高張力鋼板の延性向上のための万法について考察を加え，第 2 相の体積率を 2 0 ~語以
下にする必要がある乙とを明らかにしている。
第 4 章では，遅時効性と塗装焼付硬化性が共存するための基本的条件を明らかにし，その時効挙動の
機構を解明し，固溶元素として炭素を選び，その固溶量を 20ppm強にし，マ jレテンサイトの体積率を
5---30%に制御する必要がある乙とを示している口
第 5 章では，製造および利用の立場から連続焼鈍による高張力鏑板の製造法i乙考察を加え，パッチ焼
鈍法に比して省資源，省エネノレギーの点、からもすぐれている乙とを示し，その実用化の意義を明らかに
している。
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第 6 章では，実際i乙製造するための基本的製造設計，さらに製造された製品の品質の工学的検討を行
い，その実用化の実績を示している。
第 7 章では，自動車車体への高張力鋼板適用の最近の動向を述べ，防錆鋼板使用の急増という背景を
ふまえて連続焼鈍による高張力鋼板の今後の課題について論じているo
第 8 章では，総括として本研究の成果を要約している。
論文の審査結果の要旨
最近，自動車の軽量化を目的とする高張力鋼板の使用が増加しつつあるが，乙の要求に応ずるために
は高強度であるとともに，延性が良好な鋼板を開発する必要がある。本論文は，連続焼鈍法を用いてフ
エライトと 7)レテンサイトの 2 相組織型高張力鋼板を製造するための一連の研究成果をとりまとめたもの
で，主な成果は次の通りである。
(1) 高張力鋼板の連続焼鈍法の熱サイク jレとしては，まず変態点付近の温度iζ加熱し，ついで噴流水中
に焼入れし，さらに 200---300OCで焼戻しを行う万法が最適であることを明らかにしている。
(2) 従来のパッチ焼鈍法によるものと比較し，延性の良好な高張力鋼板が高価な特殊元素を添加する乙
となしに得られる乙と，遅時効性であるにもかかわらずプレス加工後の塗装焼付時に硬化する性質を
有することを明らかにし，乙れらの性質がフエライトとマルテンサイトの 2 相組織に起因することを
示している。
(3) 複合材料の連続体モデjレを用いて 2 相組織鏑の加工硬化挙動を金属学的に解明し，高強度を維持し，
かっ延性を向上させるための条件として，第 1 相の強度と延性を向上させるばかりでなく，第 2 相を
できるだけ硬くし，さらに第 2 相の体積率を 2 05語以下にすることが必要である乙とを明らかにして
いる。
(4) 以上の研究成果にもとづいて高張力鋼板製造用連続焼鈍ラインを確立し，その自動車車体製造への
実用化を果している o
以上のように，本論文は自動車の車体重量軽減のための高張力鋼板を連続焼鈍法によって製造する万
法の基礎を明らかにしたものであり，金属材料工学ならびに自動車工業に寄与するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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